
 

 

令和９年度 北海道大学拠点 

公募要領 

シーズ A 
 

橋渡し研究プログラム 

 

令和 8 年 6 月 

 

 

 
 

国立大学法人北海道大学 

北海道大学病院 

医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 

臨床研究開発センター 



1 

 

内容 

1. 橋渡し研究プログラムの構成 .................................................................................................. 1 

2. 橋渡し研究プログラムの目的 .................................................................................................. 1 

3. 募集概要 .............................................................................................................................. 2 

4. 公募期間・選考スケジュール .................................................................................................... 3 

5. 選考方法 .............................................................................................................................. 4 

6. 応募の重複 ........................................................................................................................... 5 

7. 北海道大学拠点のシーズ支援 ................................................................................................. 5 

8. 情報管理 .............................................................................................................................. 5 

9. お問い合わせ先 .................................................................................................................... 5 
 



令和９年度 北海道大学拠点 公募要領 シーズ A 

 

1 

 

1. 橋渡し研究プログラムの構成 

 

2. 橋渡し研究プログラムの目的 

本プログラムは、革新的医療技術創出拠点・橋渡し研究支援機関を活用し、アカデミア等の優れた基礎研

究の成果を革新的な医薬品・医療機器等として国民により多く、より早く提供することを目的としていま

す。 

医薬品・医療機器等の実用化に向けた行程において、シーズ A は開発段階の最も早期に位置する「基礎

研究」のステージに該当します。シーズ A 終了後は、橋渡し研究プログラムにおける「preF（応用研究）」、

「シーズ F／前半、シーズ B（非臨床研究）」、「シーズ F／後半、シーズ F#、シーズ C（a）、シーズ C（b）（臨

床研究・治験）」へ段階的に発展させることに加え、AMED 他事業への応募、産学連携による企業への導

出、スタートアップ設立など、幅広い実用化ルートを見据えて開発を進め、実装に向けたステージアップ

を目指していただきます。 
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3. 募集概要 

＜目標＞ 

シーズ A では、関連特許の出願を視野に入れた基礎研究課題を対象とし、開発の実現性を裏付ける、特

許の権利化に耐えうるデータの取得と応用研究に向けたステージアップを目標とします。 

※事業期間中の特許出願を義務付けるものではありません。 

＜研究開発期間＞ 

令和 9 年 4 月 1 日 ～ 令和 10 年 3 月 31 日 (1 年間) 

＜シーズ A 研究費＞ 

配分額は「1 課題当たり上限 500 万円（拠点の支援費、一般管理費込）」で、その額は「採択した課題総数」

と「応募提案書に対する拠点の査定結果」で決まります（平均額： 250 万円程度）。なお、「一般管理費は

原則無し」としておりますが、機関の事情などで一般管理費が必要な場合には事前にご相談ください。 

＜応募にあたってご確認いただきたい点＞ 

 薬事承認・認証取得を目指すシーズであること 

 解決すべきアンメット・ニーズが明確に存在すること 

＜求められる成果＞ 

 in vivo における薬効／動作原理の確認 

 （医薬品）化合物の最適化／（医療機器）要求仕様の明確化 

 臨床使用を想定した TPP の作成 

 既承認品との比較試験（その他のデータから、優位性が示せる場合は不要） 

 知財化可能なデータの収集 
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4. 公募期間・選考スケジュール 

 応募方法および提出期限 

必要事項を記載した応募提案書を以下の URL にアップロードしてください。 

【提案書ダウンロード】 

https://helios.huhp.hokudai.ac.jp/crmic/researcher/tr/ 

【提案書提出先】 

https://huhphokudai.app.box.com/f/6d30f66fa26743ddb5e4c8f61502c143 

【提案書提出期限】 

令和 8 年 9 月 30 日（水） 23 時 59 分 

 シーズ募集説明会 

【開催日時】 

第 1 回 ： 令和 8 年 6 月 16 日（火） 17 時～18 時 

第 2 回 ： 令和 8 年 8 月 5 日（水） 17 時～18 時 

【実施内容】（両回とも同内容となります） 

第一部 （募集説明会）： ① 北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構の紹介 

② 橋渡し研究プログラム 研究開発シーズ募集の概要 

第二部 （セミナー）： ① 研究予算申請書作成の勘所 

② 特許の取得戦略 

【開催方法】 Webex によるオンライン 

【参加申込】 

https://forms.gle/36GV4YFRNjYyWhyV7 

 選考スケジュール 

提案書提出期限 ： 令和 8 年 9 月 30 日（水） 

書面照会事項への回答 ： 令和 8 年 11 月 5 日（木） ～ 11 月 16 日（月） 

結果通知 ： 令和 9 年 2 月上旬予定 

※書面照会について 

提案書に関する評価委員会からの照会事項をお送りしますので、各照会事項についてご回答をお願

いします。ご提出いただいた提案書と照会事項への回答をもとに、最終評価を行います。 

https://helios.huhp.hokudai.ac.jp/crmic/researcher/tr/
https://huhphokudai.app.box.com/f/6d30f66fa26743ddb5e4c8f61502c143
https://forms.gle/36GV4YFRNjYyWhyV7
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5. 選考方法 

審査は提案書の記載に基づき，外部専門家を含めた評価委員会による書類審査で行われます。 

【審査項目】 

 事業趣旨等（橋渡し研究プログラムの目的、シーズ A の目標等）との整合性 

 「応募必須条件の充足性」 

研究開発により実用性のある技術や発明の基盤となるデータを取得できるか、優位性のある

技術が確立できるか、などを評価する。 

「先行技術調査結果」、「想定される研究成果の進歩性・新規性、発明の有用性(産業上の利用可

能性)」などから判断する。 

 「薬事承認・認証取得の適格性」 

当該研究開発の最終的な成果が「実用化」であり、「薬事承認・認証取得」を目指すものであるこ

とを評価する。 

 事業目標達成の可能性 

 「開発段階の充足性」 

開発品像が想定されており、それが妥当であるかを評価する。 

「ターゲットバリデーションが適切に実施されているか」、「スクリーニング系や評価系が構築さ

れているか」、「対象疾患、医療ニーズの合致性、既存製品との差別化などが検討されている

か」、「開発品の製品像(医薬品のモダリティ、モジュール、キット製品、プログラムなど)が描け

ているか」などから判断する。 

 「実用化・企業導出の可能性」 

研究開発が橋渡し研究プログラム事業の目標である「実用化あるいは企業導出」を達成できる

可能性があるかを評価する。 

「製品像の妥当性」、「製品の事業的価値」、「企業ニーズ」などを総合的に評価して判断する。 

 科学的・技術的な意義及び優位性 

 「科学面・技術面での革新性」 

研究開発課題が科学技術的、社会的、経済的にインパクトのある革新的な医薬品・医療機器な

どの創出に繋がる可能性や既存技術に対する優位性を評価する。同時に非現実的な理想に留

まるものでなく、実現性があることも評価する。（例：排他性の高い特許を取得済み、あるいは

取得できる蓋然性が高いか、等） 

 「医療上の必要性」 

「医療上の必要性」を的確に捉えているか、また、当該研究開発課題が「現治療で解決できてい

ない医療上の問題点」を解決できる可能性があるかを評価する。 

 計画の妥当性及び実施可能性 

 「実施内容の妥当性」 

研究計画のそれぞれの実施内容・目標の設定が妥当であるかを評価する。 

 「目標達成の可能性」 
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研究開発課題のスケジュールが妥当であり、これまでの研究で構築した仮説の妥当性を裏付け

る基礎的なデータを取得できるかを評価する。 

 研究開発実施と橋渡し研究支援拠点の支援体制 

 「研究開発実施体制」 

研究開発課題の目標達成に必要な「研究開発体制」が組織されているかを評価する。 

 「橋渡し研究支援拠点の支援体制」 

研究開発課題を支援することによって、北海道大学拠点の経験や体制がより充足し、拠点とし

ての更なる成長が見込まれるかを評価する。 

6. 応募の重複 

本プログラムの他拠点（東北大学、筑波大学、国立がん研究センター、東京大学、慶応義塾、名古屋大学、

藤田学園、京都大学、大阪大学、岡山大学、九州大学）への重複応募は避けてください。また、既に何らか

の公的資金に採択されている課題と類似の応募をする際には事前にご相談ください。 

7. 北海道大学拠点のシーズ支援 

採択後に、拠点のシーズ支援を受けていただきます。 

研究開発経費の配分を受ける支援シーズとして採択された場合には、プロジェクトマネジメントの一環と

して進捗会議 (必要に応じて概ね年 3-4 回程度) を開催し、シーズの進行状況に応じて特許出願、薬事

関連、企業連携・導出などを支援させていただきます。 

8. 情報管理 

応募提案書の内容は、当該シーズの評価・選定の目的にのみ使用し、研究開発課題名、研究開発代表者

名・分担者名などを含めてその記載情報は第三者（AMEDを除く）に開示・漏洩せず、厳重に管理します。

なお、提出いただいた提案書は返却いたしません。 

採択後は、研究開発課題名を当拠点における支援実績として公開させていただく予定としておりますの

で、課題名は公開されても差し支えのない表現にしていただきますようお願いいたします。 

また、支援の方針を検討する目的で、実績に関連した情報 (特許、契約など) を確認させていただく可

能性がございます。これらの情報も拠点と締結する契約に基づき秘密として厳重に管理します。 

9. お問い合わせ先 

北海道大学病院 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構 プロモーションユニット 

臨床研究開発センター 臨床開発推進部門 

TEL：011-706-6898（内線 6898） 

E-mail：tr_shinsei@pop.med.hokudai.ac.jp 

mailto:tr_shinsei@pop.med.hokudai.ac.jp
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